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– 委員： 西山　隆（愛媛大学）
– 委員： 田勢長一郎（福島県立医大）



指揮階層



原子力災害対策本部組織体制



福島県内の被ばく医療に係る主な機関

M

福島第一原発

Ｊヴィレッジ

オフサイトセンター

F1

県立医大

20ｋｍ（40‐60分）

ヘリ15分

放医研まで
ヘリ60分

救急車　150分

O. オフサイトセンター（OFC）
　　司令塔機能
　　　・傷病者の数、状態等の把握
　　　・搬送方法の調整
　　　・搬送先の調整

F1. 福島第一原発　（医師1名）

　　被ばく・外傷の可能性ある作業者
J. Jヴィレッジ
　　救急搬送の拠点
　　　・重症度に応じて患者の振り分け
　　　・必要に応じて除染
M．福島県立医大
　　県内被ばく医療の拠点
　　　・2次被ばく医療機関
　　　・外傷患者にも対応可能
　　　・10人まで可能（重傷は2人程度）

O

J

広域搬送（3次被ばく医療機関）
　放射線医学研究所＋協力病院（6）
　　　・50名受入可能
　広島大学＋協力協定病院（6）
　　　・重症10名、中等症11名受入可能
　　　・外傷患者の対応可能



現地対策本部組織体制



現地対策本部(OFC)医療班の構成

Ｊヴィレッジ



現地対策本部OFC医療班
災害医療アドバイザー

• 調整能力、協調性およびリーダーシップに優
れた災害医療専門家の医師が担当する

• 福島第一原発において汚染・傷病者が発生
した場合に、迅速に情報を収集し、現場との
密な連携の下、トリアージ、応急処置の結果
を踏まえて搬送方法、搬送先を決める

• 汚染・傷病者発生を想定した対応プランの実
効性を担保するため、訓練やシミュレーション
を通して、適宜修正作業にあたる

• 「一時立ち入り」の際の線量スクリーニング作
業に関する助言を行う



被ばく傷病者発生時にOFC医療班が行う
関係機関との連絡・調整について

オフサイトセンター（OFC）

医療班
災害医療アドバイザー

福島第1、2原発
診療所
（医療班）

Ｊヴィレッジ（医療班）
　総括医師　　　　　　　補佐

放射線医学研究所
対策本部

福島医大
緊急医療被ばく医療班
（長崎大学チームを含む）

対策本部 広島大

消防
調整本部

自衛隊
（OFC 内）

オフサイトセンター医療班が実施すべき調整事項
①　搬送の必要性のある傷病者の数、状態等を整理
②　情報の共有、医師等の応援の調整
③　搬送方法の調整
④　搬送先の調整

（ＴＶ会議システム）①
②

③

③

④
④

④

多数被ばく傷病者発生の場合
厚生労働省
災害対策本部 日本救急医学会



Jヴィレッジ医療チーム

• 総括医師（日本救急医学会）
• 総括医師補佐（三次被ばく医療機関等）
• 自衛隊医務官
• 東京電力医師
• その他の医療従事者



Jヴィレッジ医療体制



Jヴィレッジ医療チーム
総括医師

• 救急・災害医療のスペシャリストであると同時に、被
ばく医療に関する十分な見識をもつ医師が担当す
る

• 福島第一原発において汚染・傷病者が発生した場
合、所属や職種を問わずすべての医療者と連携を
とりながらその対応の統括を図る

• 現地対策本部（OFC）と密に連携をとりながらトリ
アージ・応急処置・搬送にリーダーシップを持って対
応する

• Jヴィレッジ全体の医療状況について定期的に把握
し、課題を抽出する

• 不測の事態に対して自身ならびにチーム全体の安
全を保持しながら統括を図る



派遣体制

• 調整
– 現地対策本部長から学会代表理事宛への要請による
– 福島原発事故緊急ワーキンググループの
現地対策本部班長とJビレッジ班長が調整

• 派遣
– 現地対策本部長から所属機関長宛への要請による
– 所属機関からの公務出張として無報酬で出動
– 5月3日までの交通費・宿泊費等は学会負担（約150万円）

– 5月4日以降の経費は、公費負担（傷害保険料を含む）

– その他、専用携帯電話、モバイルルーター等学会負担



派遣実績

• 災害医療アドバイザー
– 4月4日から
6月28日現在、延べ28名派遣

• Jヴィレッジ総括医師
– 3月18日から4月2日まで
東京消防庁・総務省消防庁の依頼により派遣

– 4月3日から
6月28日現在、延べ29名派遣


